
ドパミン 
どんな薬？



今回の目次

🟡そもそもドパミンってどんな薬？ 
🟡ドパミンの作用機序の仕組みを解説！ 
🟡ドパミンの副作用の仕組みを解説！



受容体とは？
物質をキャッチするグローブのこと！  

➡臓器や器官の表面には、物質を受け取る場所が 
存在する！これを受容体という！ 

➡受容体に物質がくっつく事で臓器が動く！ 

イメージとしてはこんな感じ

臓器の表面には
受容体がある

受容体に物質が
結合する 臓器が働く！

全然分からないから具体例を見ていこう！



体内の臓器にはアドレナリン受容体がある！

アドレナリン受容体にノルアドレナリンやアドレナリンが
くっつく事で臓器が働く！

ガチャン
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収縮力上昇 
心拍数上昇アドレナリン

心臓にあるアドレナリン受容体にアドレナリンが結合すると心臓は
収縮力が上がり心拍数も上がる

アドレナリン受容体



アドレナリン受容体には種類がある！
アドレナリン受容体の種類➡α受容体とβ受容体 
α受容体➡α1受容体とα2受容体に分かれる 
β受容体➡β1受容体とβ2受容体とβ3受容体

それぞれの受容体によって作用が異なる！

血管にはα1受容体とβ2受容体がある！ 
α1受容体が刺激されると血管収縮(血圧⬆) 
β2受容体が刺激されると血管拡張(血圧⬇)

例えば…



アドレナリン受容体

α

α1 α2

β

β1 β2 β3

血管 
収縮

瞳孔 
収縮(散瞳)

内尿道括約筋 
収縮(蓄尿)

心臓 
収縮力⬆ 
心拍数⬆

気管支 
弛緩(拡張)

血管 
弛緩

脂肪 
分解⬆

排尿筋 
弛緩(蓄尿)神経 

NAの抑制



D1受容体を刺激➡腎臓・腸管膜・冠動脈の血流増加 
β1受容体を刺激➡心拍数・心収縮力上昇 
α1受容体を刺激➡血管収縮(血圧上昇)

ドパミンってどんな薬？

この他、ランジオロールやエスもロールがある！ 
➡短時間で効くのでオペ中の頻脈などに用いられる！

ドパミン

D1受容体
ガチャン

ドパミン受容体に
ドパミンが結合 
することで腎臓の 
血管が拡張 

➡腎血流量が増え
て利尿作用

D1 D1

用量少

用量高
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収縮力⬆ 
心拍数⬆β1 β1

α1 α1

血管収縮



ドパミンってどんな薬？

🟡副作用は？
麻痺性イレウス 
➡α1作用で腸管の血管が収縮！ 
➡腸に血液行かずに腸蠕動低下、イレウスになる！

🟡どんな疾患に使われる？
心原性ショックや出血性ショック 
➡腎臓への血流が低下し、腎前性腎不全になるリスクの疾患達 
➡ドパミンのD1作用で腎血流量が増加するため、これらに使わ
れる



血液の流れを見てみよう！

①心臓からの血液が腎臓にいく 
②腎臓が血液をこし出しておしっこ作る 
③おしっこは膀胱に貯められ、体外へ



腎前性腎不全とは？

腎臓の前の経路で問題が発生して 
腎臓へ血液がいかなくなっちゃう！ 
だから腎機能低下(腎不全)に陥る！

出血
急性心筋梗塞 

(血液送り出せない)



腎前性腎不全とは？

腎臓に血液が行かないので尿を作る機能
低下して乏尿になる

出血
急性心筋梗塞 

(血液送り出せない)



ドパミンで麻痺性イレウス？


